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特別記事

特
別
言己

事

沢
田
次
郎
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
沢
田
次
郎
君
提
出
に
よ
る
学
位
請
求
論
文
「
近
代
日
本
人
の
ア
メ

リ
カ
観
」
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に

　
前
編
　
近
代
日
本
人
の
一
典
型
と
し
て
の
徳
富
蘇
峰
と
ア
メ
リ
カ

　
　
第
－
章
　
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
親
米
感
情
の
表
出

54321
第
2
章

　
1

　
2

　
　
1

　
　
2

問
題
の
所
在

西
洋
の
重
圧
と
同
情
の
希
求

ア
メ
リ
カ
像
の
好
意
的
抽
出

西
洋
白
人
へ
の
潜
在
的
反
感

結
論

　
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
日
米
親
善
の
期
待
と
挫
折

問
題
の
所
在

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
屈
辱
感
と
圧
迫
感

　
日
本
人
移
民
排
斥
間
題

　
満
州
の
門
戸
開
放
間
題

　
　
　
間
題
の
所
在

　
　
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
へ
の
疑
心

　
　
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
拒
絶
の
要
因

　
　
　
西
洋
人
の
影
響
と
不
信
の
強
化

　
　
　
結
論

　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
諸
事
件
へ
の
反
応

　
　
　
欧
米
か
ら
の
抑
圧
感
の
深
化

　
　
　
抑
圧
感
か
ら
の
脱
却
の
志
向

　
　
　
結
論

　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
開
戦
時
の
カ
タ
ル
シ
ス

　
　
　
日
本
を
圧
迫
す
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
日
本
を
悔
蔑
す
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

　
　
　
結
論

　
　
ー
　
黄
禍
論
と
日
米
戦
争
論

　
　
3

　
　
（

　
1

　
2

　
　

　
　

　
　

　
3
　
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
好
意
と
信
頼
の
低
下

　
4
　
加
州
排
日
土
地
法
の
衝
撃

　
5
　
結
論

第
3
章
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
際
理
想
主
義
へ
の
反
応

第
4
章
　
満
州
危
機
を
め
ぐ
る
欧
米
と
の
疎
隔
感
と
心
理
的
葛
藤

　
1

　
2

　
3

　
4

　
5

第
5
章
　
太
平
洋
戦
争
期
の
高
揚
感
と
不
安

　
1

　
2

　
3

　
4

　
5

　
6
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後
編
　
昭
和
戦
前
期
の
言
論
人
と
ア
メ
リ
カ

　
第
1
章
　
一
九
三
〇
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
と

　
　
　
　
　
平
田
晋
策
の
ア
メ
リ
カ
観

54321
第
2
章54321

第
3
章

5　4　3　2　1
第
4
章

　
1

　
2

問
題
の
所
在

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
問
題
へ
の
対
応

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
対
日
進
攻
の
イ
メ
ー
ジ

経
済
的
帝
国
主
義
国
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ

結
論

　
『
少
年
倶
楽
部
』
の
ア
メ
リ
カ
像

問
題
の
所
在

親
米
感
情
と
反
米
感
情
の
交
錯

復
讐
の
対
象
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
像

日
本
を
映
す
鏡
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
像

結
論

　
池
崎
忠
孝
の
日
米
戦
争
宿
命
論

間
題
の
所
在

「
宿
命
の
日
米
戦
争
」

日
本
勝
利
の
シ
ナ
リ
オ

戦
争
宿
命
観
の
原
型

結
論

　
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
蝋
山
政
道
の
対
英
米
認
識

問
題
の
所
在

反
英
米
感
情
の
表
出

　
3
　
対
英
米
交
渉
重
視
の
姿
勢

　
4
　
英
米
認
識
の
形
成
過
程

　
5
　
結
論

お
わ
り

近
代
日
本
の
日
米
関
係
を
考
察
す
る
上
で
、
両
国
民
の
相
互
イ
メ

ー
ジ
、
あ
る
い
は
思
想
精
神
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
そ
う
し
た
学
間
的
著
作
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
入
江
昭
教
授
、
同
志
社
大
学
の
麻
田
貞
雄
教
授
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

ま
た
社
会
心
理
・
比
較
文
学
・
比
較
文
化
を
専
攻
す
る
人
々
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
そ
う
し
た
中
で
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
国
民
心
理
を

リ
ー
ド
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
表
徴
す
る
思
想
の
考
証
が
ま
だ
十

分
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
戦
後
太
平

洋
戦
争
が
罪
悪
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
国
民
意
識
を
代
弁
す
る
人

物
の
思
想
は
軍
国
主
義
者
と
し
て
排
除
さ
れ
、
時
流
に
抵
抗
し
た
知

識
人
が
研
究
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
た
が
つ
て
、
日

米
開
戦
に
達
す
る
ま
で
の
国
民
に
共
通
す
る
対
米
感
情
は
依
然
と
し

て
論
究
が
不
足
し
て
い
る
。
第
二
に
、
国
民
の
思
潮
を
示
し
た
人
物

の
子
細
な
精
神
状
況
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
言
論
界
と
の
比
較
や
相

互
作
用
に
ま
で
踏
み
こ
ん
だ
研
究
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、

多
く
の
研
究
が
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
や
満
州
事
変
以
降
を
考
察
の
対
象
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と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
、
ペ
リ
ー
来
航

後
、
あ
る
い
は
日
露
戦
争
後
の
時
期
を
検
討
し
た
著
述
が
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
友
好
か
ら
対
立
に
入
る
移
行
期
の

明
治
時
代
後
半
か
ら
大
正
時
代
初
期
の
期
間
は
、
日
本
人
の
対
米
不

信
感
が
高
ま
る
そ
れ
以
後
の
時
期
よ
り
も
、
一
層
検
討
を
加
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
本
論
文
は
前
編
で
、
近
代
日
本
で
著
名
な
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
た
徳
富
蘇
峰
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
し

て
後
編
「
昭
和
戦
前
期
の
言
論
人
と
ア
メ
リ
カ
」
で
は
、
国
家
主
義

団
体
政
教
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
雑
誌
『
日
本
及
日
本
人
』
そ
の

他
の
諸
雑
誌
と
著
作
で
積
極
的
な
言
論
を
展
開
し
た
平
田
晋
策
、
ま

た
学
童
か
ら
圧
倒
的
人
気
を
博
し
た
『
少
年
倶
楽
部
』
、
特
に
そ
の

中
で
ユ
ー
モ
ア
作
家
と
し
て
知
ら
れ
た
佐
々
木
邦
と
平
田
が
比
較
さ

れ
、
さ
ら
に
は
元
軍
人
で
一
九
三
六
年
以
来
敗
戦
に
至
る
ま
で
衆
議

院
議
員
で
あ
っ
た
池
崎
忠
孝
、
そ
し
て
最
後
に
東
京
帝
国
大
学
の
政

治
・
行
政
学
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
知
識
人
に
影
響
を
も
っ
た
蝋
山

政
道
を
と
り
あ
げ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
前
編
、
後
編
を
通
じ
て
日
露
戦
争
期

か
ら
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
言
論
人
の
ア
メ
リ
カ
観
の
実
体
を
明

ら
か
に
し
、
当
時
の
日
本
人
が
対
米
戦
争
に
む
け
て
心
理
的
に
傾
斜

し
て
い
く
過
程
の
考
察
を
試
み
て
い
る
。

で
は
、
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
前
編
第
1
章
「
日
露
戦
争
を
め
ぐ
る
親
米
感
情
の
表
出
」
は
、
日

露
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
蘇
峰
が
示
し
た
対
米
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
国
力
、
軍
事
力
は
蘇
峰
に

重
圧
と
な
っ
て
の
し
か
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
や
フ
ラ
ン
ス

が
唱
え
る
黄
禍
論
に
心
を
砕
き
こ
れ
に
反
駁
し
日
本
の
行
動
を
弁
明

す
る
と
同
時
に
、
黄
禍
論
を
助
長
せ
ず
世
界
の
同
情
を
集
め
る
よ
う

国
民
に
訴
え
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
蘇
峰
の
心
に
応
え
る
形
と
な
っ

た
国
が
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
に
つ
い

て
は
、
そ
の
親
日
的
言
論
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
在
米
の
知
人
か

ら
の
情
報
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
物
の
論
調
を
通
し
て
の
対
日
感
情
な

ど
か
ら
、
憧
れ
を
べ
ー
ス
と
し
、
過
度
と
も
思
え
る
賛
美
を
ア
メ
リ

カ
に
寄
せ
た
。
こ
う
し
た
向
米
一
辺
倒
の
姿
勢
は
、
主
と
し
て
西
洋

列
強
か
ら
の
圧
迫
感
、
国
際
的
孤
立
へ
の
恐
怖
感
の
反
動
と
し
て
生

じ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
移
民
排
斥
運
動
を
極

地
的
、
例
外
的
現
象
と
み
な
し
、
そ
れ
に
向
け
て
の
憤
り
を
お
さ
え

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
2
章
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
日
米
親
善
の
期
待
と
挫
折
」
で
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は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
日
本
人
学
童
隔
離
問
題
が
起
り
、
移
民
問

題
が
日
米
外
交
史
上
初
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
び
あ
が
っ
た
一

九
〇
六
年
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
外
国
人
土
地
法
が
成
立
し

た
一
九
一
三
年
ま
で
の
七
年
間
を
対
象
と
し
、
蘇
峰
の
ア
メ
リ
カ
観

の
変
化
を
追
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
日
米
関
係
は
、
日
本
人
移
民
排

斥
問
題
、
満
州
を
め
ぐ
る
門
戸
開
放
問
題
、
黄
禍
論
と
日
米
未
来
戦

争
論
を
め
ぐ
っ
て
、
緊
迫
化
す
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
屈

辱
感
と
圧
迫
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
好
意
と
信
頼

が
急
速
に
低
下
し
て
い
く
。
だ
が
蘇
峰
に
と
っ
て
心
の
柱
と
な
っ
た

の
は
、
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の
宣
教
師
ハ
リ
ス
と
ロ

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
そ
の
温
厚
篤
実
な
人

柄
に
対
し
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
日
露
戦
争
期
に
引
き
続
き
、
義
侠

の
士
と
し
て
蘇
峰
の
敬
愛
の
対
象
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
米
親
善

を
積
極
的
に
唱
え
、
タ
フ
ト
陸
軍
長
官
の
来
日
、
ア
メ
リ
カ
大
西
洋

艦
隊
の
日
本
寄
港
の
折
に
は
、
自
分
の
主
催
す
る
「
国
民
新
聞
」
を

あ
げ
て
大
歓
迎
し
、
日
米
双
方
の
強
硬
論
者
を
諌
め
る
論
調
を
は
り
、

言
論
と
政
策
両
面
か
ら
日
米
関
係
の
改
善
を
試
み
る
。
だ
が
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
排
日
土
地
法
の
成
立
は
、
蘇
峰
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。
こ
の
章
で
は
、
結
論
と
し
て
次
の
五
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第

一
は
、
排
日
の
各
局
面
で
、
ア
メ
リ
カ
ひ
い
て
は
西
洋
白
人
へ
の
屈

辱
感
を
高
め
て
い
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
蘇
峰
自
身
も
中
国
人
と
韓
国

人
を
劣
等
視
す
る
と
い
う
矛
盾
を
お
か
し
て
い
た
。
第
二
に
、
満
州

の
門
戸
開
放
要
求
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
満
州
鉄
道
中
立
化
を
通
じ
蘇

峰
は
無
実
の
日
本
を
中
傷
す
る
ア
メ
リ
カ
、
自
己
中
心
的
で
強
引
な

政
策
を
進
め
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
、
反
面
、
誤

解
さ
れ
圧
迫
さ
れ
る
日
本
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
た
。
第
三
に
、

ア
メ
リ
カ
の
一
部
で
唱
え
ら
れ
は
じ
め
た
日
米
開
戦
論
に
不
快
感
を

抱
き
な
が
ら
も
、
両
国
の
協
調
を
期
待
し
た
が
、
リ
ー
、
マ
ハ
ン
な

ど
の
日
米
未
来
戦
争
論
、
黄
禍
的
反
日
論
に
嫌
悪
感
を
深
め
、
日
米

戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に
形
づ
く
り
は
じ
め
、
次
第
に
抑
圧
感
を
深

め
、
自
国
の
実
力
に
依
存
す
る
硬
直
し
た
態
度
に
傾
斜
す
る
。
第
四

に
、
ハ
リ
ス
、
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
を
通
じ
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
好
意
を

持
続
し
、
言
論
と
政
策
の
両
面
か
ら
日
米
関
係
の
改
善
を
試
み
た
。

だ
が
、
三
度
目
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
排
日
土
地
法
案
の
上
程
が
な

さ
れ
、
マ
ハ
ン
、
カ
リ
ア
ー
の
著
作
を
通
じ
て
、
明
治
四
四
年
に
な

る
と
反
米
感
情
が
定
着
し
、
親
米
論
は
影
を
潜
め
る
。
第
五
に
、
大

正
二
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
排
日
土
地
法
の
成
立
は
、
蘇
峰
の
親

米
か
ら
反
米
へ
の
転
換
点
と
な
っ
た
。

　
蘇
峰
が
対
米
戦
争
に
向
け
て
の
心
情
的
方
向
づ
け
は
、
排
日
土
地

法
の
成
立
時
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
要
約
が
な
さ
れ
る
。

第
3
章
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
際
理
想
主
義
へ
の
反
応
」

は
、
ア
メ
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リ
カ
大
統
領
ウ
ッ
ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
新
外
交
、
国
際
連
盟
構

想
と
パ
リ
平
和
会
議
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
指
導
し
た
ア
メ
リ
カ
に

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
た
か
、
特
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
際

理
想
主
義
に
対
す
る
心
理
的
態
度
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
以
下
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
パ
リ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
両
会
議

を
通
じ
、
蘇
峰
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
際
主
義
に
強
い
不
信
感
を
示
し

た
が
、
そ
の
理
由
は
、
ω
世
界
大
戦
の
実
相
を
経
験
せ
ず
、
国
際
平

和
秩
序
へ
の
欲
求
が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
。
⑭
か
ね
て
か
ら
生
存
競

争
的
な
世
界
観
を
定
着
さ
せ
て
い
た
こ
と
。
⑥
日
本
を
侮
辱
す
る
ア

メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に
刻
ん
で
い
た
こ
と
。
㈲
臼
本
の
生
存
と

膨
張
を
圧
迫
す
る
ア
メ
リ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
こ
と
。
㈲

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
共
通
の
宗
教
的
、
政
治
思
想
的
基
盤
を
十
分
持
た
な

か
っ
た
こ
と
。
以
上
に
よ
り
、
彼
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
に
背
を
向
け

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
際
関
係
は
結
局
力
と
力
の
闘
争
で
あ
る

と
主
張
し
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
頑
な
に
な
っ
た
蘇
峰
の
心
は
、
も

は
や
容
易
に
と
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
4
章
「
満
州
危
機
を
め
ぐ
る
欧
米
と
の
疎
隔
感
と
心
理
的
葛

藤
」
は
、
柳
条
湖
事
件
、
満
州
国
建
国
、
国
際
連
盟
脱
退
と
事
態
が

進
展
す
る
過
程
で
、
蘇
峰
が
ど
の
よ
う
な
論
調
を
展
開
し
、
や
が
て

敵
国
と
な
る
米
英
に
対
し
ど
の
よ
う
な
心
理
的
態
度
を
示
し
た
か
を

分
析
し
て
い
る
。
蘇
峰
と
ア
メ
リ
カ
言
論
界
の
事
変
観
を
比
較
し
た

場
合
、
蘇
峰
は
日
本
目
正
義
、
中
国
H
不
正
義
の
図
式
で
一
貫
し
た

が
、
蘇
峰
が
日
本
の
正
当
性
を
思
い
こ
ん
だ
そ
の
要
因
、
背
景
と
し

て
次
の
五
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ω
満
蒙
特
殊
権
益
に
対
し
、
長
年
の

執
着
心
が
日
本
の
非
を
認
め
た
が
ら
ず
、
そ
の
正
義
を
信
じ
る
方
向

へ
蘇
峰
を
か
り
た
て
た
こ
と
、
⑭
新
聞
が
報
じ
る
中
国
の
排
日
に
憤

激
し
日
本
を
被
害
者
と
考
え
た
こ
と
、
⑬
他
の
日
本
国
民
と
同
じ
く
、

関
東
軍
の
一
部
将
校
に
よ
る
満
鉄
線
爆
破
工
作
を
知
ら
さ
れ
ず
、
中

国
側
の
先
制
攻
撃
を
伝
え
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
信
じ
た
こ
と
、
㈲
強

烈
な
愛
国
心
も
し
く
は
憐
偶
の
情
を
持
ち
、
と
も
す
れ
ば
日
本
に
肩

入
れ
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
、
⑤
自
己
の
内
面
を
直
視
す
る
傾

向
に
乏
し
い
日
本
人
の
心
理
的
体
質
を
蘇
峰
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た

こ
と
。
そ
し
て
柳
条
湖
事
件
以
降
の
蘇
峰
の
欧
米
観
に
つ
い
て
は
ま

ず
対
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
容
壕
に
不
満
を
ぶ
つ
け
、
特
に
ス

テ
ィ
ム
ソ
ン
の
不
承
認
宣
言
に
強
く
反
発
し
た
。
そ
の
底
に
は
、
蘇

峰
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の

同
国
を
基
準
に
考
え
た
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
彼
の
対
国
際
連
盟
観
は
、

連
盟
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国

に
よ
っ
て
操
縦
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
冷
眼
視
し
、

理
事
会
の
撤
兵
決
議
に
憤
慨
し
、
さ
ら
に
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
の
発
表

に
直
面
し
、
完
全
に
背
を
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
蘇
峰
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の
考
え
の
心
理
に
い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
た
か
。
蘇
峰
は
日

本
人
に
共
通
す
る
欧
米
へ
の
劣
等
感
を
持
ち
あ
わ
せ
、
そ
の
結
果
、

「
英
米
追
随
外
交
」
か
ら
「
自
主
的
外
交
」
へ
の
転
換
を
主
張
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
自
主
的
外
交
論
の
延
長
と
し
て
、
国
際
連
盟
脱
退

を
訴
え
る
。
同
時
に
蘇
峰
は
日
本
の
独
自
性
を
強
調
し
、
世
界
水
平

運
動
を
主
張
し
た
。
結
論
に
お
い
て
、
次
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
第
一
は
、
蘇
峰
が
日
本
の
軍
事
行
動
を
正
当
防
衛
で
あ
る
と
み

な
し
、
中
国
を
日
本
の
特
殊
権
益
を
お
び
や
か
す
暴
虐
な
国
と
し
て
、

日
本
H
正
義
、
中
国
H
不
正
義
の
対
極
的
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
で
あ
っ

た
こ
と
、
第
二
に
ア
メ
リ
カ
と
連
盟
が
事
態
に
対
応
し
日
本
に
批
判

的
な
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
強
く
反
発
し
、
欧
米
か
ら
圧
迫
さ
れ

て
い
る
と
の
感
情
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
、
第
三
に
こ
う
し
た
抑
圧

感
を
抱
い
た
た
め
、
自
主
的
外
交
、
世
界
水
平
運
動
の
首
唱
者
、
大

ア
ジ
ア
の
盟
主
な
ど
の
主
張
を
唱
え
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
力
説
し
、
欧
米
言
論
界
の
中
に
好
意
的
な
意
見
を
見
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
心
の
均
衡
を
回
復
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
満
州
事
変
期
を
通
じ
蘇
峰
の
欧
米
に
対
す
る
不
信
感
、
欧
米
か

ら
の
被
害
者
意
識
は
、
そ
れ
ま
で
の
段
階
か
ら
一
層
進
化
し
た
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
5
章
「
太
平
洋
戦
争
期
の
高
揚
感
と
不
安
」

は
「
大
東
亜
戦
争

を
戦
う
文
化
人
の
象
徴
的
存
在
」
で
あ
っ
た
蘇
峰
の
、
活
発
な
言
論

活
動
と
そ
こ
に
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
観
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ω
日
米
開
戦
に
際
し
て
、

蘇
峰
は
緊
張
と
興
奮
、
華
や
か
な
爽
快
感
、
光
が
さ
し
こ
ん
だ
印
象
、

ア
メ
リ
カ
に
打
撃
を
与
え
た
こ
と
へ
の
痛
快
感
を
持
っ
た
。
こ
れ
は

同
時
代
の
日
本
人
の
反
応
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
②
蘇
峰
が

こ
の
よ
う
な
カ
タ
ル
シ
ス
を
経
験
し
た
の
は
、
幕
末
よ
り
日
本
が
政

治
、
経
済
、
外
交
、
軍
事
、
移
民
の
各
方
面
で
ア
メ
リ
カ
に
抑
圧
さ

れ
続
け
て
き
た
と
認
識
し
、
そ
の
こ
と
に
強
い
怨
念
を
抱
い
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
思
想
形
成
期
に
あ
た
る
明
治
前
、
中
期
か

ら
欧
米
人
の
有
色
人
種
蔑
視
が
彼
の
心
に
屈
辱
感
を
与
え
て
き
た
か

ら
で
あ
っ
た
。
③
た
だ
し
蘇
峰
は
戦
争
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
米
英

の
攻
勢
、
強
み
を
感
じ
て
お
り
、
反
面
日
本
に
自
信
が
持
て
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
団
結
力
と
自
己
犠
牲
の
精
神
に
富
ん
だ
日
本
の
イ

メ
ー
ジ
を
強
調
し
、
他
方
で
団
結
力
に
欠
け
、
享
楽
的
で
、
利
己
的

な
米
英
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
不
安
感
を
押
さ
え
よ

う
と
試
み
た
。

　
後
編
の
第
1
章
「
一
九
三
〇
年
ロ
ン
ド
ン
海
軍
会
議
と
平
田
晋
策

の
ア
メ
リ
カ
観
」
は
、
米
英
日
仏
伊
の
五
力
国
が
、
補
助
艦
の
制
限

を
目
的
と
す
る
会
議
に
参
加
し
、
日
本
は
所
要
兵
力
量
を
定
め
た
い
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わ
ゆ
る
三
大
原
則
を
閣
議
決
定
す
る
が
、
こ
の
三
大
原
則
を
完
全
に

実
現
す
る
か
、
あ
る
い
は
不
完
全
で
あ
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
と
妥
協
す

る
か
の
問
題
が
あ
っ
た
。
国
内
に
お
い
て
は
種
々
な
議
論
が
な
さ
れ

る
が
、
国
家
主
義
団
体
は
一
貫
し
て
三
大
原
則
の
徹
底
を
強
硬
に
唱

え
は
じ
め
た
。
こ
う
し
た
団
体
の
ひ
と
つ
に
政
教
社
が
あ
る
。
本
章

は
、
財
政
・
軍
事
両
面
か
ら
不
利
と
は
い
い
が
た
い
日
米
協
定
論
、

ロ
ン
ド
ン
条
約
に
何
故
平
田
が
強
力
に
反
対
し
た
の
か
、
そ
の
議
論

の
根
底
に
あ
る
平
田
の
ア
メ
リ
カ
観
を
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
結
論
と
し
て
二
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
は
、
平
田
は
帝
国

主
義
論
に
基
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
を
経
済
的
帝
国
主
義
と
と
ら
え
、
同

国
が
中
国
市
場
の
独
占
を
は
か
り
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
中
国
か
ら

日
本
の
勢
力
を
排
除
す
べ
く
、
対
日
進
攻
を
行
う
と
の
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
進
攻
を
念
頭
に
置
く
平

田
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ス
ク
海
軍
中
佐
が
唱
え
、
野
満
博
士
が
発

展
さ
せ
た
N
二
乗
法
則
と
、
五
割
以
上
の
優
勢
率
の
原
理
に
立
脚
し
、

特
に
大
型
巡
洋
艦
が
対
米
六
割
で
は
、
き
た
る
日
米
戦
争
で
日
本
が

必
ず
敗
れ
る
と
し
て
、
日
米
同
率
論
、
あ
る
い
は
対
米
七
割
論
を
強

く
主
張
し
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
当
時
は
、
少
数
派
に
す
ぎ
な
か
っ
た
平

田
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
論
壇
の
流
行
児
と
し
て
、
大
衆
、
知
識

人
に
影
響
を
及
ぼ
す
人
物
の
原
型
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
2
章
「
『
少
年
倶
楽
部
』
の
ア
メ
リ
カ
像
」
は
大
正
か
ら
昭
和

に
か
け
て
学
童
の
間
に
圧
倒
的
に
人
気
の
あ
っ
た
『
少
年
倶
楽
部
』

に
描
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
及
び
ア
メ
リ
カ
人
像
を
考
察
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
特
に
対
称
的
な
見
方
を
示
し
た
平
田
晋
策
の
「
昭
和
遊
撃

隊
」
（
昭
和
九
年
）
と
佐
々
木
邦
の
「
ト
ム
君
・
サ
ム
君
」
（
昭
和
八

年
）
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。
「
昭
和
遊
撃
隊
」
は
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
を
想
定
し
た
A
国
の
戦
争
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、

日
本
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
が
、
最
後
に
は
精
神
的
優
秀
性
と
科
学

的
優
秀
性
の
両
面
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
完
膚
な
き
ま
で
に
撃
退

す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
軍
事
知
識
の
豊
か
さ
に
裏
付
け
ら
れ
た

現
実
感
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
冒
険
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
、
そ

し
て
独
特
の
文
体
に
よ
っ
て
多
く
の
読
者
の
賛
同
を
得
た
こ
の
作
品

は
、
白
人
優
越
主
義
を
も
っ
て
日
本
人
を
蔑
視
し
、
傲
慢
で
卑
怯
か

つ
臆
病
な
人
間
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
を
描
く
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本

人
は
勇
敢
で
、
武
士
道
精
神
に
の
っ
と
っ
た
理
想
的
人
物
と
し
て
描

か
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
「
ト
ム
君
・
サ
ム
君
」
は
、
日
本
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
双
子
の
ア
メ
リ
カ
人
少
年
と
日
本
人
少
年
二
人
の
友

情
の
物
語
で
あ
る
が
、
国
家
意
識
を
全
面
に
押
し
出
し
、
人
間
の
本

性
を
素
直
に
受
け
入
れ
ず
、
強
が
り
で
偽
善
的
な
日
本
人
少
年
と
、

そ
れ
と
対
照
的
な
ア
メ
リ
カ
人
の
双
子
を
描
く
。
全
体
を
通
じ
て
次
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の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
。
第
一
に
『
少
年
倶
楽
部
』
で
は
、
親

米
感
情
と
反
米
感
情
が
交
互
に
表
出
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
。
第
二

に
昭
和
七
年
以
降
の
反
米
の
時
期
に
お
い
て
、
対
米
復
讐
心
を
典
型

的
に
表
し
た
の
が
「
昭
和
遊
撃
隊
」
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
ほ
ぼ
同

時
期
に
出
た
「
ト
ム
君
・
サ
ム
君
」
は
、
ア
メ
リ
カ
に
怨
念
を
向
け

ず
日
本
を
映
す
鏡
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
を
内
省
の
手
掛
か
り
に
し

て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
人
気
は
圧
倒
的
に
平
田
作
品
が
得
、
佐
々
木

の
よ
う
な
少
数
の
人
物
が
維
持
し
た
英
米
風
の
り
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
水

脈
は
、
戦
後
の
日
本
に
継
承
さ
れ
る
事
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
3
章
「
池
崎
忠
孝
の
日
米
戦
争
宿
命
論
」
は
、
昭
和
四
年
『
米

国
怖
る
る
に
足
ら
ず
』
を
発
表
し
て
以
来
、
昭
和
戦
前
期
の
代
表
的

な
日
米
戦
論
者
と
し
て
知
ら
れ
る
池
崎
が
、
何
故
日
米
戦
争
を
不
可

避
と
見
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た
考
え
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
言
説
を

検
証
し
て
い
る
。
池
崎
が
日
米
戦
争
を
必
至
と
み
な
す
見
解
を
示
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
年
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
①

共
に
青
年
国
家
で
あ
り
、
何
か
に
つ
け
て
反
発
し
合
う
の
は
き
わ
め

て
自
然
で
あ
る
。
⑭
武
術
の
修
業
者
が
腕
に
自
信
を
つ
け
る
と
腕
前

を
試
し
て
み
た
い
誘
惑
に
か
ら
れ
る
。
日
米
両
国
民
は
こ
う
し
た
心

理
状
態
に
あ
る
。
⑥
二
国
と
も
外
戦
に
よ
り
苦
い
経
験
を
な
め
た
こ

と
が
な
く
、
戦
争
の
真
の
惨
禍
を
知
ら
な
い
。

　
ま
た
昭
和
七
年
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
条
約
の
締
結
、
満
州
事
変
以
後

ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
池
崎
は
「
歴

史
の
運
行
を
支
配
す
る
軌
道
」
に
沿
っ
て
日
米
戦
は
起
こ
る
と
し
た
。

で
は
日
米
必
戦
の
固
定
観
念
に
立
脚
す
る
彼
は
い
か
な
る
議
論
を
展

開
し
た
か
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
①
日
米
戦
争
は
宿

命
で
あ
る
、
②
ロ
ン
ド
ン
条
約
は
一
九
三
六
年
以
降
の
日
米
戦
争
に

お
け
る
日
本
の
勝
算
を
奪
っ
た
、
⑭
こ
れ
を
補
う
た
め
航
空
兵
力
の

増
強
、
将
兵
の
技
能
と
精
神
力
の
向
上
を
は
か
る
べ
き
だ
。
㈲
日
米

戦
争
が
生
じ
た
ら
、
米
艦
隊
を
真
珠
湾
入
港
前
に
叩
き
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
攻
略
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
国
民
の
覚
悟
が
必
要
と

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
池
崎
は
、
物
心
両
面
の
準
備
を
鼓
吹
す
る
が
、

戦
争
回
避
へ
の
考
え
方
は
見
ら
れ
な
い
。
何
故
彼
は
そ
う
考
え
る
か
。

彼
の
思
想
の
原
点
が
検
証
さ
れ
る
。
彼
の
戦
争
宿
命
論
は
第
一
に
高

山
樗
牛
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
人
種
闘
争
史
観
、
第
二

に
大
正
末
期
の
石
丸
藤
太
、
川
島
清
治
郎
な
ど
の
日
露
戦
争
物
が
、

彼
の
成
長
期
の
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
解
明
さ

れ
て
い
る
。

　
第
4
章
「
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
蝋
山
政
道
の
対
英
米
認
識
」
は
、

大
正
末
年
か
ら
昭
和
五
十
年
代
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
代
表
的
な
政

治
・
行
政
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
蝋
山
が
、
日
中
戦
争
下
に
お
い
て
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当
時
世
界
の
覇
権
を
掌
握
し
て
い
た
英
米
二
国
に
対
し
い
か
な
る
見

解
を
持
ち
、
そ
の
見
解
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
を
分
析
し
て

い
る
。

　
昭
和
十
三
年
十
一
月
、
第
一
次
近
衛
内
閣
は
東
亜
新
秩
序
声
明
を

行
い
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
第
三
次
近
衛
声
明
を
発
表
し
、
日
満
支

三
国
は
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
を
共
同
目
的
と
し
て
結
合
し
、
相
互

に
善
隣
友
好
・
共
同
防
共
・
経
済
提
携
の
実
を
挙
げ
ん
と
す
る
と
宣

言
し
た
。
東
亜
新
秩
序
声
明
が
発
表
さ
れ
る
と
、
言
論
界
で
は
そ
の

声
明
を
積
極
的
に
支
持
し
そ
の
内
容
の
補
足
を
試
み
る
東
亜
協
同
体

論
な
い
し
は
東
亜
連
盟
論
が
一
斉
に
唱
え
ら
れ
た
。
蝋
山
も
東
亜
協

同
体
論
の
代
表
的
な
論
客
で
あ
っ
た
が
、
英
米
二
国
は
日
本
の
行
動

を
九
ヵ
国
条
約
の
原
則
に
違
反
す
る
と
し
て
非
難
し
た
。
日
本
は
、

こ
う
し
た
非
難
に
一
斉
に
反
発
す
る
が
、
蝋
山
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
蝋
山
は
イ
ギ
リ
ス
を
日
本
に
対
し
て
強
い
敵
性
を
発
揮
す
る
ほ

と
ん
ど
敵
国
に
等
し
い
存
在
と
み
な
し
、
米
国
と
共
同
し
て
、
連
盟

の
み
な
ら
ず
九
ヵ
国
条
約
を
も
利
用
し
て
い
る
と
考
え
た
。
だ
が
蝋

山
は
九
ヵ
国
条
約
の
廃
棄
を
要
求
す
る
論
者
と
異
な
っ
て
い
た
。
蝋

山
は
英
米
の
意
向
を
無
視
し
て
九
ヵ
国
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
せ
よ

と
説
く
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
外
交
的
手
段
を
通
じ
て
英
米
の
合

意
を
得
た
上
で
、
こ
れ
に
修
正
を
加
え
る
べ
き
だ
と
提
唱
し
た
の
で

あ
る
。
改
定
に
際
し
日
本
が
要
求
す
べ
き
眼
目
は
、
第
一
に
東
亜
に

お
け
る
日
支
関
係
の
特
殊
性
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ

く
活
動
を
合
法
化
せ
し
む
る
条
項
を
加
え
る
こ
と
、
第
二
に
「
支
那

の
自
主
的
発
展
」
に
必
要
な
協
力
を
与
え
る
措
置
に
つ
い
て
の
条
項

を
追
加
す
る
こ
と
。
蝋
山
は
外
交
的
手
段
に
よ
っ
て
英
米
の
承
認
を

得
た
上
で
協
同
体
を
建
設
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
蝋
山
は

河
合
栄
治
郎
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
関
心
を
抱

き
、
そ
の
対
外
政
策
の
根
底
に
ひ
そ
む
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
批
判
し
た
が
、

蝋
山
は
書
物
の
み
で
な
く
、
英
国
留
学
に
よ
っ
て
肉
眼
と
肌
に
よ
っ

て
も
そ
れ
を
感
じ
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
コ
ロ
ン
ボ
な
ど
イ
ギ
リ
ス
の
東
洋
の
拠
点
を
ま
わ
っ
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
赴
く
際
、
英
国
の
東
洋
進
出
の
歴
史
を
ま
ざ
ま
ざ
と
体

験
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
下
に
お
い
て
蝋
山
は
、
英
米
両
国
の
対

外
政
策
、
特
に
そ
の
対
日
、
対
中
政
策
に
不
満
と
反
感
を
抱
い
た
が
、

一
方
で
英
米
と
の
外
交
交
渉
の
重
要
性
、
必
要
性
を
唱
え
た
こ
と
が
、

繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
内
容
の
要
約
を
行
っ
た
が
、
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
は

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
石
橋
湛
山
、
清
沢
洌
な
ど
戦
前
、
戦
中
を
通

じ
て
平
和
主
義
、
反
戦
主
義
、
国
際
協
調
を
説
い
た
論
者
で
は
な
く
、
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戦
後
比
較
的
軽
視
さ
れ
て
き
た
徳
富
蘇
峰
、
平
田
晋
策
、
池
崎
忠
孝

な
ど
の
時
代
を
リ
ー
ド
し
た
言
論
人
あ
る
い
は
学
童
に
極
め
て
大
き

な
影
響
を
与
え
た
『
少
年
倶
楽
部
』
を
改
め
て
取
り
上
げ
そ
の
対
米

観
に
し
ぼ
っ
て
分
析
し
た
点
で
あ
る
。
「
国
民
新
聞
」
、
「
東
京
日
日

新
聞
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
新
聞
、
マ
ス
マ
ガ
ジ
ン
、
さ
ら
に
は
数

多
く
の
講
演
会
を
通
じ
て
蘇
峰
の
影
響
力
は
全
国
的
な
も
の
で
あ
っ

た
し
、
平
田
、
池
崎
な
ど
の
「
日
米
戦
争
も
の
」
は
当
時
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
て
世
論
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
た
。
こ

う
し
た
言
論
と
そ
の
背
景
を
改
め
て
取
り
上
げ
た
点
は
注
目
に
値
す

る
。

　
第
二
は
、
収
集
し
た
文
献
、
史
料
の
豊
富
さ
と
そ
の
操
作
の
手
固

さ
で
あ
る
。
直
接
関
係
あ
る
先
行
業
績
は
も
と
よ
り
、
取
り
上
げ
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
徹
底
的
に
文
献
と
史
料
を
探
究
し
、
分
析
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
論
調
と
対
比
を
試
み
た
り
、

蘇
峰
に
つ
い
て
は
お
茶
の
水
図
書
館
の
徳
富
蘇
峰
旧
蔵
書
に
直
接
当

り
、
外
国
語
書
籍
に
引
か
れ
た
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
、
書
き
込
み
に
ま

で
注
意
し
て
当
時
の
彼
の
反
応
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

っ
て
各
内
容
に
つ
い
て
は
既
に
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　
今
回
一
九
九
〇
年
に
第
一
論
文
を
発
表
し
て
以
来
、
七
年
余
に
及

ぶ
研
究
を
集
大
成
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
審
査
員
一
同
、
本
論
文
に

対
し
、
法
学
博
士
（
慶
磨
義
塾
大
学
）
を
授
与
す
る
こ
と
を
適
当
と

認
め
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
一
二
月
一
九
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
名
誉
教
授

平
成
国
際
大
学
学
長
法
学
博
士

慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

池
井
　
　
優

中
村
　
勝
範

笠
原
　
英
彦
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本
論
文
に
収
録
さ
れ
た
各
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
論
文
と
し
て

『
法
学
政
治
学
論
究
』
を
は
じ
め
、
レ
フ
リ
ー
に
よ
り
審
査
を
受
け

て
掲
載
さ
れ
、
今
回
改
め
て
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が


